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(54)【発明の名称】 健康・安全管理機能付き入浴システム

(57)【要約】
【課題】  従来の心電図・脈拍計測浴槽では、入浴者の
身体にセンサーを直接取付ているため、入浴者は入浴中
の行動を制限されるだけでなく不快感を感じさせてい
る。また、健康状態の異変に対して警報装置により第三
者に自動通報する機能はあるが、入浴者に対する緊急危
険回避対策は考慮されていない。
【解決手段】  本発明の健康・安全管理機能付き入浴シ
ステムは、心臓の収縮にともなう活動電流、脈拍及び体
温を人体に接触することなく検知する各センサーと、検
知された前記活動電流、脈拍及び体温に基づき入浴者の
最適な湯温及び水深を算出する演算装置と、浴槽内の前
記湯温及び水深を調節する調整装置と、前記検知された
活動電流、脈拍及び体温に基づき、脈拍及び体温の異常
を判別して、警報を発信する警報発信装置と、発信され
た警報に基づいて、浴槽内の湯が自動的に排出される排
出装置と、より構成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  心臓の収縮にともなう活動電流、脈拍及
び体温を人体に接触することなく検知する各センサー
と、検知された前記活動電流、脈拍及び体温に基づき入
浴者の最適な湯温及び水深を算出する演算装置と、浴槽
内の前記湯温及び水深を調節する給排水装置とからなる
健康・安全管理機能付き入浴システム。
【請求項２】  前記演算装置で算出された湯温及び水深
と、浴槽内の湯温及び水深との差異を計測し、前記計測
結果に基づいて浴槽内に給排水する給排水装置を備えた
ことを特徴とする請求項１記載の健康・安全管理機能付
き入浴システム。
【請求項３】  前記検知された活動電流、脈拍及び体温
に基づき、脈拍及び体温の異常を判別して、警報を発信
する警報発信装置を備えたことを特徴とする請求項１～
２記載の健康・安全管理機能付き入浴システム。
【請求項４】  前記発信された警報に基づいて、浴槽内
の湯が自動的に排出されることを特徴とする請求項１～
３の健康・安全管理機能付き入浴システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、入浴者の心臓の収
縮にともなう活動電流、脈拍及び体温等を人体の皮膚に
接触させることなく計測し、湯温及び水深を自動的に調
整することにより、入浴者に最適な入浴環境を実現す
る。また、入浴者の体調変化を判別して異常時には異常
信号を発生すると共に浴槽内の湯を排出することによ
り、入浴者への安全性を向上させた健康・安全管理機能
付き入浴システムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、入浴時に健康チェックを行う装置
としては、特開平６－２２５８５８号公報に健康チェッ
ク装置が開示されている。これは、入浴時に心拍数測定
器により入浴者の心拍数を測定し、静的状態での心拍数
と運動負荷時の心拍数の変化を健康診断器で判定するこ
とにより健康チェックを行なうものである。また、心拍
数測定器で測定される心拍数が異常値を示した場合には
警報を発する警報回路を付加している。
【０００３】また、特開平１０－２１１１７５号公報に
は心電図・脈拍計測浴槽が開示されている。これは、浴
槽本体内に設置された複数の電極と、浴槽本体に取り付
けられた脈波センサーと、前記電極の電気信号を処理し
て心電図を求める心電図計測部と、前記脈波センサーか
らの信号を処理して脈波を求める脈波計測部と、心電図
と脈波とから脈波伝播時間を求める制御部と、心電図、又
は、脈波、又は、脈波伝播時間を表示する表示部からなる
装置である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】特開平６－２２５８５
８号公報に記載の健康チェック装置では、入浴者の身体
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にセンサーを取り付けているため、入浴中常に肌にセン
サーが接触していることになり、入浴者は行動を制限さ
れるだけでなく不快感を感じさせる。また、入浴者の健
康状態異変に対して警報装置により第三者に自動通報す
る場合でも、第三者の現場到着が遅延すると、入浴者が
水中に沈み自力で起き上がれない等の危険に晒される恐
れが生じる。
【０００５】また、特開平１０－２１１１７５号公報に
記載の心電図・脈拍計測浴槽では、脈波センサー等で入
浴者の健康状態を知ることができるものの、計測された
情報を用いて、その入浴者にとって最適な湯温に制御す
るための機能は考慮されていない。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明は、上記課題を解
決するためになされたもので、請求項１においては、心
臓の収縮にともなう活動電流、脈拍及び体温を人体に接
触することなく検知する各センサーと、検知された前記
活動電流、脈拍及び体温に基づき入浴者の最適な湯温及
び水深を算出する演算装置と、浴槽内の前記湯温及び水
深を調節する調整装置と、からなる健康・安全管理機能
付き入浴システムとしている。
【０００７】また、請求項２では、湯温及び水深調節を
行なうために、前記演算装置で算出された湯温及び水深
と、浴槽内の湯温及び水深との差異を計測し、前記計測
結果に基づいて浴槽内に給排水する給排水装置とを備え
ている。
【０００８】入浴者の体調異変を入浴者本人及び第三者
に知らせるために、請求項３では、前記検知された活動
電流、脈拍及び体温に基づき、脈拍及び体温の異常を判
別して、警報を発信する警報発信装置を備えている。ま
た、請求項４では、前記発信された警報に基づいて、浴
槽内の湯が自動的に排出されるようにしている。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明を図面に基づいて詳
細に説明するが、本実施形態に限定されるものではなく
適宜変更して実施が可能である。図１は本発明の実施形
態の一例を示す概略構成図である。図において、健康・
安全管理機能付き入浴システムＡは、心臓の収縮にとも
なう活動電流、脈拍及び体温を人体に接触することなく
検知する各センサーと、検知された前記活動電流、脈拍
及び体温に基づき入浴者の最適な湯温及び水深を算出す
る演算装置と、浴槽内の前記湯温及び水深を調節する給
排水装置と、脈拍及び体温の異常を判別して警報を発信
する警報発信装置と、浴槽とより構成されている。
【００１０】浴槽１０内の内側壁には、入浴者の心臓の
収縮にともなう活動電流を計測する心電図測定センサー
１、脈波を測定する脈波センサー２及び湯温を測定する
湯温センサー３をそれぞれ設置する。また、浴槽１０の
上縁部には入浴者の体温を測定する放射温度センサー４
を取付けている。心電図測定センサー１は一対の電極か
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らなっており、浴槽１０内の内側壁に対向して設ける。
これにより、入浴者の身体内に心電波形を生じる極微量
の電流が浴槽１０に満たされた湯中を伝わって、その心
電波形が心電図測定センサー１に取り込まれる。
【００１１】脈波センサー２は、入浴者の心臓の鼓動が
浴槽１０内に満たされた湯中に伝播することを利用し、
その振動をキャッチして入浴者の脈波を計測する。ま
た、湯温センサー３は、浴槽１０内の湯中に直接浸漬さ
せることにより、湯温を計測する。さらに、放射温度セ
ンサー４は、入浴者の身体部分で湯が直接接触していな
い頭部等の皮膚温度を、放射温度計で計測することによ
り、入浴者の体温変化を把握する。
【００１２】演算装置６は、浴槽外の適宜位置にモニタ
５と一体的に形成されており、前記心電図測定センサー
１、脈波センサー２及び湯温センサー３とそれぞれ接続
されている。該演算装置６は、前記各センサー１、２、
３から送られてきたデータを演算、解析及び記憶し、そ
の入浴者にとって最適な湯温となるように制御する。な
お、入浴者の好みに応じて熱め又は温め等の温度設定を
選択できるようにして、入浴者の健康を害しない範囲内
で湯温を調整する機能を付加してもよい。モニタ５は、
前記心電図測定センサー１から送られてきたデータを心
電曲線としてグラフ表示するもので、入浴者及び／又は
介護者にリアルタイムに情報を伝達するものである。
【００１３】給排水装置は、前記放射温度センサー４か
ら送られたデータに基づいて、浴槽１０内を前記演算装
置６で演算、解析して得られた最適湯温及び水深にする
ための装置である。前記浴槽１０を最適湯温及び水深に
するために必要な温水を、浴槽１０外の図示しない給湯
設備で安全な水温に調整した後に、湯供給ライン７から
前記浴槽１０に必要量を投入する。また、排出の必要が
ある場合には、安全排出弁９から浴槽１０外に排出す
る。これにより、水深は入浴者が浴槽１０に浸かった状
態で常に一定のレベルに保たれる。
【００１４】警報発信装置８は、前記検知された活動電
流、脈拍及び体温に基づき、脈拍及び体温の異常を判別
して警報を発信するものである。また、前記発信された
警報に連動して、浴槽１０内の湯が自動的に安全排出弁
９から排出される。前記警報発信装置８は、心電波形の
乱れ、脈拍の異常上昇又は低下、体温の急激な上昇又は
低下等の異常を的確に判別し警報を発信する。正常な入
浴時でもある程度の体調変化は見られるが、このときの
変化値を演算装置６に記憶されたデータベースと照合 *
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*し、演算・解析してモニターに表示すると共に、この値
との偏差が設定値、例えばプラスマイマス２０％を超え
ると警報が発信される仕組みになっている。また、安全
排出弁９は発信された警報に連動して開き、浴槽１０内
の湯が入浴者にとって安全な水位まで自動的に排出され
る。
【００１５】
【発明の効果】本発明による健康・安全管理機能付き入
浴システムは、心臓の収縮にともなう活動電流、脈拍及
び体温を人体に接触することなく検知する各センサー
と、検知された前記活動電流、脈拍及び体温に基づき入
浴者の最適な湯温及び水深を算出する演算装置と、浴槽
内の前記湯温及び水深を調節する給排水装置とから構成
されているため、入浴者は自動的に入浴中に心電図、脈
波及び体温が計測されると共に、入浴者にとって最適な
湯温及び水深が保持された入浴が可能となる。また、従
来のようにセンサー等を身体に直接接触させるという煩
わしさがないため、入浴者は入浴中の行動をなんら束縛
されることなく快適に入浴ができる。
【００１６】また、前記検知された活動電流、脈拍及び
体温に基づき、脈拍及び体温の異常を判別して、警報を
発信する警報発信装置を備えており、発信された警報に
基づいて浴槽内の湯が自動的に排出されるように構成さ
れているため、入浴者が入浴中に体調の異常を来たした
場合は、入浴者自身及び第三者に対して的確に警報が発
信されると同時に、安全排出弁により湯が安全水位にな
るまで浴槽より排出されるので、入浴者の安全性を確保
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の一例を示す概略構成図であ
る。
【符号の説明】
Ａ    健康・安全管理機能付き入浴システム
１    心電図測定センサー
２    脈波センサー
３    湯温センサー
４    放射温度センサー
５    モニタ
６    演算装置
７    湯供給ライン
８    警報発信装置
９    安全排出弁
１０  浴槽
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